
　１０月３１日（土）に行われた公民館フェスティ
バルの一環で行われた道内在住の絵本パフォー
マーである岸田典大さんによる絵本の読み聞か
せでのひとコマ。
　岸田さんの読む絵本の世界に引き込まれ、大
人も子どもも釘づけ状態で真剣そのもの。思わず
声が出てしまったり、笑ってしまったりと絵本の
魅力を十分楽しんでいた。

No．６52

人　口／3,330人（男／1,578人：女／1,752人）
世帯数／1,596世帯　　　　　（11月30日現在）

２０１５
（平成２７年）

URL:http://www.town.tomamae.lg.jp
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絵本パフォーマーの技に興味津 ！々

■苫前町表彰式･･･２
■苫前町農協事務所竣工式･･･３
■年末年始の各施設・機関の業務ほか･･･４
■国民年金ほか･･･５
■学びの広場･･･６
■後期高齢者医療ガイド･･･７
■健康ばんざい･･･８
■住まいる情報･･･９
■平成２６年度町の決算について･･･１０・１１
■町民舞台発表会ギャラリー･･･１２
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こ
の
表
彰
は
、政
治
、教
育
、文
化
、福

祉
な
ど
の
各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た

方
々
を
は
じ
め
、永
年
勤
続
者
で
業
務

に
精
励
さ
れ
た
方
、多
額
の
寄
附
を
さ

れ
た
個
人
や
団
体
な
ど
を
表
彰
す
る
も

の
と
し
て
、毎
年
11
月
３
日
の
文
化
の
日

に
あ
わ
せ
て
挙
行
さ
れ
て
い
る
。

　

今
年
度
の
表
彰
は
、特
別
功
労
表
彰

１
名
、産
業
功
労
表
彰
１
名
、社
会
福

祉
関
係
の
勤
続
表
彰
１
名
、町
の
公
益

の
た
め
金
品
の
寄
附
を
さ
れ
た
２
名
に

善
行
表
彰
、町
政
振
興
の
た
め
に
寄
附

を
さ
れ
た
４
名
と
新
苫
前
町
史
の
編
さ

ん
に
貢
献
さ
れ
た
１
名
に
感
謝
状
を
授

与
し
た
。ま
た
、町
内
に
80
年
以
上
在

住
し
、家
業
等
を
通
じ
町
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
１
５
４
名
に
も
感
謝
状
と
記

念
品
が
授
与
さ
れ
た
。

　

表
彰
式
で
森
町
長
は「
本
町
発
展
の

陰
に
は
各
分
野
で
献
身
的
な
ご
努
力
と

ご
協
力
を
続
け
ら
れ
て
い
る
方
々
ま
た
、

町
政
振
興
の
た
め
善
意
を
寄
せ
ら
れ
て

い
る
方
々
が
多
く
い
る
こ
と
は
、郷
土
愛

の
現
れ
と
し
て
町
の
誇
り
で
も
あ
る
。

今
後
と
も
町
民
の
幸
福
と
町
政
の
更
な

る
発
展
の
た
め
一
層
の
努
力
を
注
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
決
意
を
述
べ
た
。

　

阿
部
俊
一
町
議
会
議
長
は「
永
き
に

亘
り
、住
民
福
祉
の
向
上
等
に
献
身
的

本
町
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰

〜
平
成
27
年
度 

苫
前
町
表
彰
式
〜

　
平
成
27
年
度
苫
前
町
表
彰
式
が
、11
月
３
日
の「
文
化
の
日
」に
あ
わ
せ

て
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
で
挙
行
さ
れ
た
。

　
本
町
の
発
展
の
礎
と
な
ら
れ
、各
分
野
で
ご
尽
力
さ
れ
た
受
賞
者
の
方
々

に
、心
か
ら
の
賞
賛
と
感
謝
の
言
葉
を
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
捧
げ
、祝
福

申
し
上
げ
ま
す
。

な
活
動
に
対
し
深
く
感
謝
申
し
上
げ

る
。皆
様
の
よ
う
な
ご
尽
力
、ご
協
力
が

な
け
れ
ば
町
政
の
振
興
は
な
か
っ
た
。更

な
る
本
町
の
発
展
の
た
め
皆
様
の
貴
重

な
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
祝
辞

を
述
べ
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
特
別
功
労
表
彰

を
受
賞
し
た
星
野
恭
司
さ
ん
は「
微
力

で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
表
彰
さ
れ

た
こ
と
に
感
激
し
て
い
る
が
、こ
れ
も
地

域
の
皆
さ
ん
の
ご
厚
情
の
お
陰
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
も
町
の
た
め
尽
く
し
て
い
き

た
い
」と
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

受
賞
者
は
、次
の
と
お
り
。（

敬
称
略
）

◆功労表彰
〔特別功労表彰〕
星野　恭司 （苫　前）
　９期３６年の永きに亘り苫前町議会議員、平成１５年か
ら３期１２年間は議長に就任し、本町の自治振興に尽力
したほか、苫前漁業協同組合理事、留萌中部森林組合
理事などを歴任、本町の振興発展に多大な貢献をした。
〔産業功労者〕
大川　博文 （三　渓）
　平成１０年３月から連続６期１７年に至る永きに亘り、
苫前町農業委員として尽力し、本町農業の振興発展
と農地の適正利用に貢献した。

◆勤続表彰
〔社会福祉関係〕
山本美智子 （古丹別）
　社会厚生委員として１０年以上勤続、本町の地域社
会及び住民福祉の増進に尽くした。

◆善行表彰
五味　和江 （横浜市）、杉野　廣美（越谷市）
　町の公益のため、多額の金品を寄付した。

◆感 謝 状
〔寄　附〕
斉藤　清晴（登別市）、山田　弘一 （苫　前）
青木　チヨ（古丹別）、横内　惠一 （旭川市）

　　　町に寄附をし、町政の振興に寄与した。
〔その他〕
関　　秀志 （江別市）
　「新苫前町史」の編さんに当たり、執筆はもとより監
修・執筆者の指導など多大な貢献をされた。

宇草　キク、工藤ミヤコ、大橋　トミ、岡田八重子、伊勢　ミツ
古谷　キヨ、間宮ナミ子、齊藤　能正、赤坂　　　、齊藤　綾子
佐武　ヨシ、土田　チヨ、鳥谷部ヤエ、貝島　ちよ、佐藤　千代
髙橋ムメヨ、佐藤　貞江、照沼　喜榮、矢根シズヱ、能戸　静江
花輪　　利、坂本　愛子、牧野　　清、佐藤　テツ、谷田　エト
吉田　節子、加藤ヤチヨ、菅野　冨三、猫島百合子、蓬澤　晴幸
蓬澤　ノブ、今　　輝子、荒関　チヨ、関　　澄子、金田　睦子
瀨川　光子、迫田　光夫、早川　良子、鈴木ヨシ子、前田　キヨ
金澤　アイ、瀨川ミツ子、牧野　　弘、工藤ミツ子、阿部キクノ
岩崎フミ子、黒田ヲフヂ、原野　ヒテ、川村　ヨシ、角井　てる
徳永　リエ、加藤　光子、澤谷　トサ、伊藤　なし、草薙　　寛
島田　清一、市村シメ子、島田　智江、矢野ミネ子、大川　ミヱ
川村　ヒサ、岩田　秀子、坂本　ミツ、太田　敏男、伊藤タミ子
横山　松夫、西田　松芳、横山惠美子、太田　節子、野宮サツヱ
髙橋ハナ子、白府　テル、福田美千枝、村井　直江、但野　ヤナ
柴田キクヱ、加藤　茂雄、太田　ハナ、横野　克枝、草薙　文男
坂本　スミ、久保キミ江、小田　照子、成川タキヱ、越前　好子
田沢　信子、松村サチ子、柴田　文夫、伊藤カズエ、籾山　　益
白畑トシヱ、丹羽フジ子、黒川　智子、菊池　知男、只石　美惠
菊池　静子、栗本　昌治、瀨川　京子、加藤　　滿、萩原　フミ
福田　テル、鎌田　貞彦、加藤　チヤ、鈴木　光雄、香西　信巧
石川　幸夫、橋本ユキ子、谷　　友惠、横野　知惠、五十嵐ルリ子
橋詰　義光、八代　義一、工藤瑠璃子、年代　零子、後藤　洋子
年代眞之助、宮本ミン子、佐々木　富、伊藤　榮子、草薙　愛子
元谷キミヱ、西谷　稠子、伊藤ケイ子、白府比朗志、横内　吉弥
大川　和二、小丹保正子、丹羽キヨ子、白府　　充、小松谷　悟
大西　　實、能登　　實、山本　　薫、佐々木雪子、能登マツヱ
太田キミヨ、平塚　　清、三田　榮子、玉川　一雄、竹内ミチ子
加藤　安惠、松田　　弘、中川　　馨、星野　恭司、開発　　武
猪股　壽之、加藤　静子、工藤　笑子、千葉　トミ、今野　　實
渡邊　達也、川村　　懋、萩原　章一、森　　晃一
　満８０歳以上で苫前町内に６０年以上在住し、家業等を
通じ町の発展に貢献した。

〔永年在住〕



広報とままえ　12月号　3頁

　

10
月
19
日（
木
）に
苫
前
町

農
業
協
同
組
合（
松
原
幸
博
代

表
理
事
組
合
長
）事
務
所
の
竣

工
式
が
行
わ
れ
、町
、町
議
会
、

同
農
協
役
員
、来
賓
な
ど
約
60

名
が
出
席
し
た
。

　

前
の
事
務
所
は
昭
和
35
年
に

建
設
、老
朽
化
に
よ
る
亀
裂
な
ど

が
生
じ
て
い
た
た
め
、総
事
業
費

二
億
二
千
万
円
で
建
築
さ
れ
た
。

　

玉
串
奉
て
ん
な
ど
の
神
事
に

続
き
、松
原
組
合
長
は「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

や
農
協
改
革
な
ど
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
強
め
て

い
る
中
、事
務
所
を
新
築
し
た
。

農
業
振
興
、組
合
員
の
生
活
基

盤
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
発

揮
し
、信
頼
さ
れ
る
農
協
づ
く

り
に
いっ
そ
う
努
め
た
い
」と
挨

拶
し
た
。

　

そ
の
後
、事
務
所
前
で
出
席

者
の
見
守
る
中
、松
原
組
合
長
、

森
町
長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

行
っ
た
。

　

苫
前
町
、留
萌
南
部
森
林

管
理
署
、留
萌
中
部
森
林
組

合
主
催
の
平
成
27
年
度
植
樹

祭
が
11
月
２
日（
月
）古
丹
別

緑
ヶ
丘
公
園
で
開
催
さ
れ
、来

賓
、関
係
者
な
ど
あ
わ
せ
て

約
50
名
が
参
加
し
た
。

　

同
公
園
は
５
月
上
旬
に
桜

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
る
な
ど

桜
の
名
所
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
る
が
、以
前
遊
具
を
設
置

し
て
い
た
場
所
に
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
60
本
を
植
樹
し
た
。

　

留
萌
南
部
森
林
管
理
署

職
員
か
ら
植
樹
方
法
の
指
導

を
受
け
、苗
を
植
え
、そ
の
横

に
添
木
を
打
ち
付
け
苗
が
倒

れ
な
い
よ
う
作
業
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、苫
前
町
学
隣

林
業
グ
ル
ー
プ
の
柴
田
文
夫

会
長
よ
り
林
業
グ
ル
ー
プ
の

現
状
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ

れ
た
。

　

３
月
に
多
額
の
寄
附
を
い
た

だ
い
た
本
町
出
身
で
横
浜
市

在
住
の
五
味
和
江
さ
ん
の
意

思
に
基
づ
き
そ
の一部
を
活
用
、

15
年
ぶ
り
に
苫
前
地
区
に
図

書
コ
ー
ナ
ー
が
復
活
し
、11
月

３
日（
火
）に
役
場
ロ
ビ
ー
で

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
実

施
さ
れ
た
。

　

森
町
長
は「
五
味
様
の
理
解

で
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
整
備
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。本
か
ら
学
ぶ
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。多
く
の

皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
」と
挨
拶
。町
長
、阿
部
俊

一
町
議
会
議
長
、花
井
秀
昭
教

育
委
員
長
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

行
っ
た
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
約
１
５

０
０
冊
の
図
書
を
設
置
、そ
の

う
ち
約
半
数
の
図
書
や
書
架

な
ど
を
新
た
に
購
入
し
た
。貸

し
出
し
は
土
日
、祝
日
、年
末

年
始
を
除
く
平
日
の
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
利
用

で
き
る
。

苫前町農業協同組合事務所が竣工

緑ヶ丘公園で植樹祭を実施

ご寄附の意思に基づき役場ロビーに図書コーナーを設置

平成２７年度の地区別除雪担当業者が決定しました

苫前町のＰＲに ～スマイルウィンド事業へ苫商生が決意～ 　

10
月
30
日（
金
）に
札
幌
駅
エ

ス
タ
地
下
食
品
街
前
で
販
売
実

習
会
を
行
う
ス
マ
イ
ル
ウ
ィ
ン
ド

事
業
に
苫
前
商
業
高
等
学
校

（
金
子
義
之
校
長
）３
年
生
が

出
発
を
前
に
今
回
の
取
り
組
み

の
紹
介
を
10
月
27
日（
火
）に
同

校
で
行
っ
た
。

　

今
年
で
４
回
目
と
な
る
同
事

業
は
本
町
の
特
産
品
と
授
業
の

課
題
研
究
で
取
り
組
ん
だ
地
元

特
産
品
を
使
っ
た
商
品
開
発
の

販
売
実
習
を
行
い
、学
習
の
実
践

す
る
場
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　

本
年
は
留
萌
市
、羽
幌
町
の

菓
子
店
の
協
力
で
と
う
き
び
を

使
っ
た「
唐
黍（
と
う
き
び
）饅

頭
」、ミ
ニ
ト
マ
ト
愛
果
を
使
っ
た

「
ミ
ニ
ト
マ
ト
ジ
ャ
ム
」、か
ぼ
ち
ゃ

を
使
っ
た「
ド
ラ
ベ
ジ
ケ
ー
キ
」を

開
発
、意
気
込
み
と
し
て「
様
々

な
方
に
協
力
い
た
だ
い
た
の
で
、

商
品
、ま
ち
の
こ
と
を
し
っ
か
り

Ｐ
Ｒ
し
て
き
た
い
」と
述
べ
た
。

●除雪に関するお問い合わせは
　●苫前道路維持管理事業協同組合
　  　　　　　　　　☎65－3141
　●苫前町役場建設課管理係
　  　　　　　　　　☎65－2315

◆昭和・旭地区
　　山本建設工業（株）
◆北長島・旭・四線沢地区
　　大川重機 ......................☎65－3035

........☎65－3141

◆苫前・港・三豊地区
　　千葉建設(有) ................☎64－2819
◆北香川・上平・力昼地区
　　(有)北進産業................☎64－2152
◆幹線道路(旧直営路線)
　　山本建設工業(株) ........☎65－3141
◆南長島・香川地区
　　苫前建設工業(株)  ........☎65－3309
◆九重地区
　　橋場建設工業(株) ........☎65－3900

◆古丹別地区
　　渡部工業(株) ................☎65－3055
◆小川・岩見・東川地区・小川防災ダム道路
　　林商会        ..........................☎65－3304
◆三渓地区(苫前ダム道路)
　　ハラダ工業(株)苫前支店  
......................................☎65－3702
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町内にもアライグマによる被害が出ています
　アライグマは本町でも農作物の食害等を防止する目的で捕獲していますが、民家の天井や軒下に棲み
つき、敷地内にある生ゴミや保存食を食べられたなどの被害の事例があります。アライグマによる被害を防
ぐ方法を次のとおりお知らせします。

年末年始の町内各施設・機関の業務については、下記のとおりとなっております。
なお、ご不明な点などありましたら、各担当窓口までお問い合わせ下さい。

①敷地内の生ゴミや保存食などは放置せず、網をかけるなどの対策をお願いします。
②床下や軒下の通風口、壁に空いた穴などは早めにふさぐようにして下さい。
③木酢液(忌避剤)をまくことも効果的です。

アライグマを寄せつけないために

※アライグマはかわいらしい見た目とは違い、どう猛な動物です。捕獲しても決して手を触れないよう注意願います。
保健福祉課・農林水産課

お知
らせ

年末年始の町内各施設・機関の業務

ゴミ収集車の運行 し尿くみ取り業務 歯科診療所の診療

患者輸送車の運行

公民館・福祉センター・図書館
スポーツセンター・役場・古丹別支所業務

苫前クリニック・苫前厚生クリニック

ななかまどの館公衆浴場 とままえ温泉ふわっと

●年末
　12月２９日(火)まで平常どおり収集
●年始
　1月４日(月)から平常どおり収集
【お問い合わせ】
　保健福祉課 けんこう係
　☎64-2215

●年末
　１２月2５日(金)まで平常どおり営業
●年始
　1月６日(水)から平常どおり営業
※１２月１５日以降の申込みは、年内のくみ取り
　ができない場合があります。
【お問い合わせ】
　保健福祉課けんこう係
　☎64-2215

●年末
　１２月２９日(火)まで平常どおり運行
●年始
　1月４日(月)から平常どおり運行
〔運行休止日〕
　１２月３０日(水)～１月３日(日)まで
【お問い合わせ】
　保健福祉課けんこう係
　☎64-2215

●年末
　12月30日(水)まで平常どおり営業
　12月31日(木)午前11時～午後3時
●年始
　1月４日(月)から平常どおり営業
【お問い合わせ】
　ななかまどの館
　☎65-4351

●年末・年始も平常どおり営業
【お問い合わせ】
　とままえ温泉ふわっと
　　　　　　　☎64-2810

●年末／12月30日(水)まで平常どおり
●年始／1月６日(水)から平常どおり
　【お問い合わせ】
　公民館・スポーツセンター
　☎65-4076
　税務町民課住民係
　☎64-2213
　古丹別支所
　☎65-3311

苫前クリニック(苫前)
　●年末／１２月３０日(火)午前まで診察
　●年始／１月4日(月)から平常どおり
　〔休診〕12月31日～1月3日
【お問い合わせ】苫前クリニック　☎64-9070
苫前厚生クリニック(古丹別)
　●年始／１２月２９日(火)まで平常どおり
　●年始／１月４日(月)から平常どおり
〔休診〕12月30日～1月３日
【お問い合わせ】苫前厚生クリニック　☎65-3535

●年末
　12月25日(金) 古丹別
　12月26日(土) 苫　前
●年始
　1月６日(水) 古丹別
　1月５日(火) 苫　前
【お問い合わせ】
　保健福祉課
　けんこう係
　☎64-2215

いずれも
午前まで診療

午後から診療
午後から診療
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古丹別福祉会理事・古丹別保育所職員に留萌振興局長表彰を伝達

控除額のモデルケース

町野球場への芝生の設置 ～渡部工業株式会社～

【例】平成27年4月分～平成29年3月分（366,840円）を2年前納した場合は、
　　3年にわたって分割することができます。

地域社会貢献事業　まちの施設を整備していただきました

　（地道債３４）羽幌原野古丹別（停）線交安工事を実施している渡部工業株式会
社（渡部和人代表取締役）が１０月８日（木）に町野球場への芝生の設置を地域社会
貢献事業として実施した。
　町野球場は長年の使用により芝の育ちづらい部分ができてきたことからその対応
に苦慮していましたが、芝を設置していただいたお陰できれいな状態になりました。
　ありがとうございました。

町道古丹別西２条線の桜の木の剪定作業
～株式会社瀬越組・苫前建設協会～

　苫前建設協会（渡部一男会長）と苫前（二期）地区苫前ダム左岸下流法面災害復旧
外一連工事を実施している天塩町の株式会社瀬越組（瀬越正己代表取締役）が１１月７
日（土）に町道古丹別西２条線の桜の木の剪定作業を地域社会貢献事業で実施した。
　この道路は通称チェリーロードと呼ばれ、春には桜が咲くことから地域に親しまれていま
すが、枝の剪定を行っていなかったため枝が伸びていましたが、高所作業車などを使って
剪定作業を行っていただいたお陰できれいになりました。
　ありがとうございました。
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る
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① 平成27年に控除の対象となる額（H27.4～H27.12： 9ヶ月）
　 366,840円×（  9ヶ月／24ヶ月）=137,565円
② 平成28年に控除の対象となる額（H28.1～H28.12：12ヶ月）
　 366,840円×（12ヶ月／24ヶ月）=183,420円
③ 平成29年に控除の対象となる額（H29.1～H29.  3：  3ヶ月）
　 366,840円×（  3ヶ月／24ヶ月）=45,855円


